On the Functions of Quotation in the KONJAKUMONOGATARISHU ―For Proposal of Quotation\u27s models― by 山口 康子
長
崎
大
学
教
育
学
部
入
文
科
学
研
究
報
告
　
第
五
十
号
　
一
～
一
六
（
一
九
九
五
）
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
｜
引
用
類
型
の
提
示
の
た
め
に
｜
山
口
康
子
O
n
 
t
h
e
 
F
u
n
c
t
i
o
n
s
 
o
f
 
Q
u
o
t
a
t
i
o
n
 
i
n
 
t
h
e
 
K
O
N
J
A
K
U
M
O
N
O
G
A
T
A
R
I
S
H
U
 
 
―
F
o
r
 
P
r
o
p
o
s
a
l
 
o
f
 
Q
u
o
t
a
t
i
o
n
'
s
 
m
o
d
e
l
s
―
Y
a
s
u
k
o
　
Y
A
M
A
G
U
C
H
I
一
、
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
全
三
十
一
巻
（
う
ち
八
・
十
八
・
二
十
一
の
三
巻
を
欠
き
実
質
二
十
八
巻
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
天
竺
震
旦
本
朝
三
国
の
説
話
一
千
余
話
は
、
そ
の
数
の
膨
大
な
こ
と
に
お
い
て
も
、
内
容
の
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
点
か
ら
も
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
全
巻
整
然
た
る
構
成
を
有
す
る
ば
か
り
か
、
各
巻
内
部
の
説
話
配
列
に
も
「
二
話
連
接
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
鎖
状
に
連
鎖
す
る
配
置
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
各
話
と
も
、
ほ
ん
の
少
数
の
例
外
を
除
き
「
今
昔
…
…
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
い
う
首
尾
の
形
式
に
整
え
ら
れ
、
出
典
文
献
が
存
す
る
場
合
で
も
、
文
章
は
　
『
今
昔
物
語
集
』
特
有
の
文
体
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
登
場
人
物
は
王
侯
貴
族
・
僧
侶
官
僚
・
地
方
豪
族
・
庶
民
乞
食
な
ど
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
ま
た
が
る
人
間
ば
か
り
か
、
神
仏
の
他
、
鬼
や
天
狗
・
霊
や
物
の
怪
な
ど
の
人
外
の
存
在
お
よ
び
狐
や
蛇
な
ど
の
動
物
た
ち
に
ま
で
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
物
言
い
、
喜
怒
哀
楽
を
表
現
す
る
。
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
成
立
当
時
、
す
な
わ
ち
一
一
〇
〇
年
前
後
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
全
世
界
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
の
言
動
一
覧
で
あ
っ
た
か
に
目
さ
れ
る
こ
の
説
話
集
の
表
現
方
法
の
特
徴
の
一
つ
に
、
直
接
話
法
で
引
用
さ
れ
る
会
話
文
の
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
勿
論
、
説
話
は
本
来
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
説
話
は
、
「
語
り
伝
ヘ
タ
」
も
の
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
更
に
、
登
場
人
物
の
こ
と
ば
を
そ
の
ま
ま
に
引
用
す
る
表
現
方
法
が
し
ば
し
ば
採
ら
れ
て
い
る
。
一
千
に
余
る
説
話
の
中
に
は
、
直
接
話
法
に
よ
る
引
用
の
全
く
な
い
説
話
山
　
口
　
康
　
子
二
も
あ
れ
ば
、
戯
曲
の
よ
う
に
全
篇
会
話
体
で
進
行
す
る
説
話
も
あ
る
。
個
々
の
説
話
の
中
で
、
登
場
人
物
自
身
の
こ
と
ば
を
直
接
引
用
す
る
会
話
文
や
、
そ
の
心
中
を
述
べ
る
心
中
言
あ
る
い
は
古
歌
格
言
等
の
引
用
が
、
ど
の
よ
う
な
表
現
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
引
用
方
式
に
何
が
し
か
の
類
型
が
見
出
さ
れ
る
の
か
、
類
型
が
見
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
精
密
な
編
集
方
針
の
も
と
に
整
然
と
類
纂
さ
れ
て
い
る
と
目
さ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
各
巻
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
類
型
は
ど
の
よ
う
に
表
わ
れ
て
い
る
の
か
、
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
の
解
明
に
向
け
て
の
一
歩
で
あ
る
。
　
そ
の
た
め
の
準
備
稿
と
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
・
本
朝
世
俗
部
の
各
々
を
対
象
に
、
基
礎
的
な
考
察
を
以
下
の
四
拙
稿
（
い
ず
れ
も
「
長
崎
大
立
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
」
誌
に
掲
載
）
に
ま
と
め
た
。
　
1
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
引
用
構
造
　
（
第
三
十
二
号
、
昭
和
五
十
八
年
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
）
　
2
今
昔
物
語
集
震
旦
部
の
引
用
構
造
　
　
一
夢
語
り
・
冥
途
語
り
を
中
心
に
一
（
第
三
十
五
号
、
昭
和
六
十
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
三
月
）
　
3
「
今
昔
物
語
集
」
本
朝
仏
法
部
の
引
用
構
造
　
　
（
第
四
十
六
号
、
平
成
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
三
月
）
　
4
「
今
昔
物
語
集
」
本
朝
世
俗
部
の
引
用
構
造
　
（
第
四
十
九
号
、
平
成
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
六
月
）
　
本
稿
は
、
こ
の
礎
稿
を
承
け
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
直
接
話
法
引
用
文
の
引
用
方
式
の
類
型
を
見
出
し
、
そ
れ
を
引
用
構
造
と
名
付
け
て
、
各
巻
各
部
の
引
用
構
造
を
比
較
検
討
し
た
上
で
、
直
接
話
法
引
用
文
の
表
現
効
果
を
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
特
色
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
二
、
　
本
稿
に
お
け
る
基
本
的
な
方
針
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ω
、
テ
キ
ス
ト
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
（
岩
波
書
店
）
を
用
い
る
。
こ
れ
　
は
取
合
せ
本
で
あ
る
が
、
現
存
写
本
の
す
べ
て
が
鈴
鹿
本
か
ら
発
し
て
い
る
　
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
鈴
鹿
本
の
存
す
る
巻
は
鈴
鹿
本
に
依
り
、
　
古
本
系
統
の
存
す
る
巻
は
そ
れ
に
拠
っ
て
い
る
「
大
系
本
」
本
文
を
並
列
的
　
に
各
巻
等
価
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
本
稿
の
目
的
に
支
障
な
い
も
の
　
と
判
断
す
る
。
②
、
各
説
話
の
語
り
口
に
お
い
て
、
直
接
話
法
引
用
文
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
　
果
た
し
て
い
る
か
、
そ
の
内
部
構
造
を
見
出
す
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
　
の
で
、
冒
頭
「
今
昔
」
か
ら
末
尾
「
～
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
ま
で
　
首
尾
完
備
し
て
い
る
説
話
の
み
を
直
接
対
象
と
す
る
。
但
し
、
説
話
の
一
部
　
を
欠
い
て
い
て
も
、
説
話
と
し
て
は
そ
の
大
要
を
語
り
終
え
て
い
て
、
説
話
　
の
内
部
構
造
を
検
討
す
る
に
足
る
と
判
断
し
た
説
話
は
、
検
討
の
対
象
と
し
　
た
。
③
、
各
説
話
に
は
出
典
文
献
が
判
明
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、
天
　
竺
・
震
旦
部
に
お
い
て
は
、
直
接
・
間
接
を
問
わ
ず
何
ら
か
の
典
拠
が
存
し
　
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
書
承
・
口
承
定
か
に
し
が
た
い
に
し
て
も
、
い
ず
　
れ
も
「
語
り
伝
ヘ
タ
」
話
と
し
て
記
し
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
　
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
章
の
前
段
階
の
語
り
の
存
在
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
　
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
出
典
文
献
の
有
無
に
拘
ら
ず
『
今
　
昔
物
語
集
』
固
有
の
文
体
に
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
説
　
話
の
形
式
を
「
今
昔
～
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
い
う
呼
応
で
囲
い
　
こ
む
方
式
に
整
え
た
編
者
（
も
し
く
は
筆
者
群
？
）
は
、
文
体
に
お
い
て
も
、
　
依
拠
文
献
の
影
響
を
微
妙
に
受
け
な
が
ら
も
、
特
有
の
口
調
に
語
り
口
を
統
　
一
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
本
稿
に
お
い
て
　
は
、
ま
ず
、
現
存
『
今
昔
物
語
集
』
の
説
話
の
引
用
構
造
の
解
明
を
目
的
と
　
し
て
い
る
の
で
、
同
話
・
類
話
の
存
在
と
そ
の
典
拠
関
係
に
つ
い
て
は
考
察
　
に
と
り
こ
ま
な
い
こ
と
に
す
る
。
引
用
構
造
が
明
ら
か
に
な
っ
た
上
で
そ
の
　
引
用
類
型
の
依
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
す
る
次
の
段
階
で
、
出
典
　
文
献
に
つ
い
て
は
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。
傾
、
地
の
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
＠
直
接
話
法
会
話
文
と
⑤
直
接
話
法
心
中
言
　
◎
詩
歌
を
合
わ
せ
て
「
引
用
文
」
と
呼
ぶ
。
全
文
・
経
文
・
称
名
・
格
言
・
　
ど
の
引
用
・
あ
る
い
は
、
夢
の
引
用
な
ど
の
、
会
話
以
外
の
引
用
も
見
ら
れ
　
る
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
本
文
中
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
、
口
頭
に
発
せ
　
ら
れ
て
い
る
か
心
中
に
念
じ
ら
れ
て
い
る
か
が
明
白
な
事
例
で
あ
る
と
判
断
　
し
た
。
従
っ
て
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
音
声
を
発
し
て
い
る
場
合
は
④
、
心
中
に
想
起
し
て
い
る
場
合
は
⑤
と
す
る
。
和
歌
や
漢
詩
に
つ
い
て
も
同
様
の
　
扱
い
を
す
る
が
、
文
脈
上
、
④
⑤
の
い
ず
れ
と
も
判
断
し
難
い
形
で
引
用
さ
　
れ
て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
た
の
で
、
特
に
◎
の
項
を
立
て
た
。
⑤
、
文
の
切
れ
続
き
、
直
接
話
法
引
用
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
、
基
本
的
に
　
テ
キ
ス
ト
の
指
示
に
依
る
が
、
独
自
の
判
断
に
従
っ
た
箇
所
も
あ
る
。
特
に
⑤
直
接
話
法
心
話
文
の
判
定
に
お
い
て
、
テ
キ
ス
ト
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
　
た
部
分
が
多
い
。
引
用
部
分
が
独
立
し
た
「
文
」
と
判
断
で
き
、
引
用
助
詞
が
添
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
、
⑤
と
し
て
取
り
出
し
て
い
る
。
　
（
例
文
）
例
文
は
印
刷
の
都
合
上
宣
命
書
き
に
は
従
わ
な
い
。
所
在
の
提
示
　
　
　
　
は
（
二
十
四
4
2
、
四
脚
ぺ
1
3
）
の
如
く
示
し
、
巻
二
十
四
第
四
十
　
　
　
　
二
語
の
用
例
で
「
大
系
本
」
四
冊
め
の
脚
ペ
ー
ジ
ー
3
行
に
存
す
る
　
　
　
　
こ
と
を
表
わ
す
。
以
下
こ
れ
に
従
う
。
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
。
心
苦
シ
ク
思
ピ
ケ
レ
ド
モ
強
二
ロ
が
侶
ケ
レ
バ
、
国
二
下
テ
モ
、
女
御
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
ヒ
奉
ケ
ル
ニ
、
　
彼
ノ
女
御
二
御
覧
ゼ
サ
セ
ム
ト
テ
、
嚴
キ
貝
共
ヲ
拾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
テ
、
箱
一
具
二
軍
レ
テ
持
上
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
　
女
御
失
セ
給
ヒ
ニ
ケ
リ
ト
聞
テ
、
泣
悲
ム
ト
云
ヘ
バ
愚
将
ヤ
。
然
レ
ド
モ
甲
斐
元
ク
シ
テ
、
工
具
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
箱
ヲ
、
　
「
此
レ
、
御
諦
経
由
セ
サ
セ
給
へ
」
ト
テ
、
大
キ
大
臣
二
奉
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
貝
ノ
中
二
、
助
、
此
ナ
ム
書
入
タ
リ
ケ
ル
、
　
C　
ヒ
ロ
ヒ
ヲ
キ
シ
キ
ミ
モ
ナ
ギ
サ
ノ
ウ
ツ
セ
ガ
イ
イ
マ
ハ
イ
ヅ
レ
ノ
ウ
ラ
　
ニ
ヨ
ラ
マ
シ
ト
。
大
キ
大
臣
此
レ
ヲ
見
給
テ
、
涙
二
嘘
返
テ
、
泣
≧
御
返
シ
、
此
ナ
ム
、
C
　
　
　
タ
マ
ク
シ
ゲ
ウ
ラ
ミ
ウ
ツ
セ
ル
ウ
ツ
セ
ガ
イ
キ
ミ
ガ
・
タ
ミ
ト
ヒ
ロ
フ
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
カ
リ
ソ
　
　
ト
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
四
4
2
、
四
五
ぺ
1
3
～
脇
ぺ
4
）
㈲
、
各
説
話
内
部
に
お
け
る
直
接
話
法
に
よ
る
引
用
文
の
位
置
づ
け
を
知
る
た
　
め
に
次
の
手
順
を
と
る
。
基
本
的
に
、
前
四
礎
稿
と
同
一
の
方
法
で
あ
る
。
Oり
@
各
説
話
毎
に
、
冒
頭
か
ら
順
次
文
番
号
を
付
す
。
『
今
昔
物
語
集
』
の
各
　
説
話
は
い
ず
れ
も
「
今
昔
」
と
書
き
出
さ
れ
、
ご
く
少
数
の
例
外
を
除
い
て
　
「
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
冒
頭
と
末
尾
が
呼
応
し
て
い
て
、
主
と
し
て
ケ
リ
日
本
文
で
語
ら
れ
る
説
話
本
体
は
、
ど
ん
　
な
に
長
大
で
あ
っ
て
も
、
一
文
（
も
し
く
は
一
語
）
相
当
の
も
の
で
あ
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
既
に
構
文
上
の
問
題
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
構
造
上
の
問
題
と
は
別
に
、
冒
頭
語
「
今
昔
」
は
、
形
式
的
に
は
、
登
場
人
物
や
事
件
の
時
空
を
説
明
す
る
説
話
本
体
の
最
初
の
一
文
と
し
て
結
ば
れ
て
い
　
る
。
又
末
尾
の
常
套
句
も
、
同
じ
く
説
話
本
体
末
尾
の
一
文
と
形
式
的
に
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
質
的
に
は
一
文
（
一
語
）
相
当
の
一
説
話
の
内
部
を
構
成
す
る
文
章
に
対
し
て
、
形
式
的
に
冒
頭
か
ら
文
番
号
一
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
山
　
口
　
康
　
子
　
二
、
三
…
…
と
付
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
←り
氓
｢
で
、
前
述
の
す
べ
て
の
引
用
文
に
、
引
用
番
号
を
付
す
。
引
用
文
に
　
は
前
述
の
と
お
り
＠
⑤
◎
の
区
別
を
立
て
た
が
、
引
用
番
号
に
つ
い
て
は
そ
　
の
区
別
を
せ
ず
、
引
用
さ
れ
て
い
る
順
に
①
②
③
…
…
と
番
号
を
つ
け
る
。
　
引
用
文
の
内
部
に
更
に
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
で
　
④
⑬
◎
…
…
と
二
重
引
用
番
号
を
、
更
に
そ
の
内
部
の
引
用
は
④
◎
◎
…
…
　
と
三
重
引
用
番
号
を
付
し
た
。
引
用
文
と
一
概
に
い
っ
て
も
そ
の
内
容
は
一
　
様
で
な
く
、
従
っ
て
表
現
効
果
も
又
一
様
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
心
中
言
の
　
引
用
、
更
に
、
引
用
文
の
内
部
の
引
用
文
、
す
な
わ
ち
二
重
三
重
の
引
用
の
　
構
造
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
考
察
す
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
　
る
が
、
そ
れ
は
引
用
構
造
の
類
型
化
が
可
能
に
な
っ
た
上
で
の
課
題
と
し
て
　
別
稿
を
用
意
し
た
い
。
㈲
　
以
上
の
方
法
に
よ
っ
て
『
今
昔
物
語
集
』
全
説
話
に
付
し
た
文
番
号
・
引
　
用
番
号
を
用
い
て
、
各
説
話
の
内
部
に
、
ど
の
よ
う
に
引
用
文
が
用
い
ら
れ
　
て
い
る
か
を
図
表
に
示
し
、
そ
れ
を
「
引
用
構
造
図
」
と
呼
ぶ
。
各
説
話
毎
　
に
引
用
構
造
図
が
作
成
で
き
る
わ
け
で
、
そ
の
図
形
か
ら
引
用
構
造
の
類
型
　
化
が
可
能
か
ど
う
か
を
試
み
る
。
　
（
例
文
）
　
　
　
巻
一
　
佛
ノ
尊
母
、
僑
曇
弥
、
出
家
語
第
十
九
　
今
昔
、
軍
陣
弥
ト
云
ハ
霊
夢
佛
ノ
骨
離
也
、
摩
耶
夫
人
ノ
弟
也
。
佛
、
迦
維
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
衛
國
二
在
マ
ス
時
、
僑
葛
湯
、
佛
二
白
テ
言
ク
、
「
我
レ
聞
ク
、
『
女
人
精
進
ナ
レ
バ
沙
門
ノ
四
果
ヲ
可
得
シ
』
ト
。
願
ク
ハ
我
レ
、
佛
ノ
法
律
ヲ
受
ケ
出
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
セ
ム
ト
思
フ
」
ト
。
佛
ノ
宣
ク
、
「
汝
、
更
二
出
家
ヲ
願
フ
事
元
結
レ
」
ト
。
僑
曇
弥
、
如
此
ク
三
度
申
ス
ニ
、
佛
更
二
不
許
給
ズ
。
僑
曇
弥
、
此
ヲ
聞
テ
歎
キ
悲
テ
去
ヌ
。
四
、
其
ノ
後
、
又
、
佛
、
迦
維
羅
衛
國
二
在
マ
ス
時
、
僑
曇
弥
、
如
前
ノ
鷺
出
家
セ
ム
」
ト
申
ス
ニ
、
佛
、
又
、
不
許
給
ズ
。
佛
、
諸
ノ
比
丘
ト
共
二
此
二
二
在
マ
ス
事
三
月
、
黒
山
國
ヲ
出
テ
去
給
フ
時
、
面
向
弥
、
諸
ノ
老
タ
ル
女
ト
共
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
尚
ヲ
出
家
ノ
事
ヲ
申
サ
ム
ト
テ
佛
ヲ
追
テ
行
ク
ニ
、
佛
二
二
留
リ
給
ヒ
ヌ
。
僑
曇
弥
、
豊
前
ク
④
「
出
家
セ
ム
」
ト
申
ス
ニ
、
佛
、
又
、
不
許
給
ネ
バ
、
既
判
弥
、
出
テ
門
ノ
外
カ
ニ
居
テ
垢
臓
ノ
衣
ヲ
着
テ
顔
白
重
ダ
衰
ヘ
テ
哺
泣
ス
。
阿
難
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
此
ヲ
見
テ
問
テ
云
ク
、
「
汝
ヂ
何
ノ
故
二
野
此
ク
有
ゾ
」
ト
。
僑
曇
弥
、
苔
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
云
ク
、
「
我
レ
女
人
ナ
ル
が
故
二
出
家
ヲ
不
得
ズ
シ
テ
歎
キ
悲
ム
也
」
ト
。
阿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
難
ノ
云
ク
、
「
汝
ヂ
暫
ラ
ク
待
給
へ
。
我
レ
佛
二
巴
サ
ム
」
ト
云
テ
入
ヌ
。
阿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
、
皇
軍
白
シ
テ
言
サ
ク
、
「
我
レ
合
財
随
ヒ
奉
テ
聞
ク
ニ
、
『
女
人
モ
精
進
ナ
レ
バ
、
沙
門
ノ
王
事
ヲ
可
得
シ
』
。
今
、
銀
翼
弥
ハ
至
レ
ル
心
ヲ
以
テ
出
家
ヲ
求
メ
、
法
律
ヲ
受
ケ
ム
ト
思
ヘ
リ
。
願
ク
ハ
佛
、
此
ヲ
許
シ
給
へ
」
ト
。
佛
ノ
　
　
　
　
宣
バ
ク
、
「
此
ノ
事
、
願
フ
事
竈
馬
レ
。
女
人
ハ
我
が
法
ノ
中
人
シ
テ
沙
門
ト
成
ル
事
元
〆
ル
ベ
シ
。
其
ノ
故
ハ
女
人
出
家
シ
テ
清
浄
二
梵
行
ヲ
修
セ
バ
、
佛
法
ヲ
シ
テ
久
ク
世
二
住
セ
ム
事
非
ジ
。
讐
バ
人
ノ
家
団
多
少
ノ
男
子
ヲ
生
ゼ
ル
ハ
此
レ
ヲ
以
テ
家
ノ
榮
ト
ス
。
此
ノ
男
子
二
無
法
ヲ
修
行
セ
シ
メ
テ
財
団
佛
法
ヲ
久
ク
持
タ
シ
ム
ベ
キ
也
。
其
ソ
レ
ニ
、
女
人
二
出
家
ヲ
宝
島
ラ
バ
、
女
人
、
男
子
ヲ
生
ズ
ル
事
絶
ヌ
ベ
キ
が
故
二
出
家
ヲ
不
許
ル
也
」
ト
。
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
難
、
又
申
ク
、
「
僑
曇
弥
ハ
多
ク
善
ノ
心
有
リ
。
先
ヅ
佛
ヲ
、
始
テ
生
レ
給
フ
時
ハ
受
取
テ
養
育
シ
奉
テ
、
既
二
長
大
二
至
シ
奉
レ
リ
」
。
佛
ノ
言
バ
ク
、
電
僑
曇
弥
實
二
善
ノ
心
多
シ
、
又
、
我
レ
ニ
恩
讐
リ
。
今
我
レ
佛
ト
成
テ
ハ
又
我
レ
彼
に
恩
多
シ
。
彼
ハ
偏
ヘ
ニ
我
が
徳
二
依
ル
が
故
三
二
寳
二
郎
依
シ
四
諦
ヲ
信
ジ
五
戒
ヲ
持
テ
リ
。
但
シ
、
女
人
、
沙
門
ト
成
ム
ト
下
品
．
・
、
八
敬
ノ
法
ヲ
學
ビ
行
フ
ベ
シ
。
讐
バ
水
ヲ
防
ニ
ハ
堤
ヲ
強
ク
築
テ
漏
シ
メ
ザ
ル
也
。
若
、
法
律
二
入
ム
ト
思
ハ
．
・
、
能
ク
精
進
セ
ヨ
」
ト
。
16　
阿
難
、
明
ラ
カ
ニ
佛
ノ
語
ヲ
受
テ
礼
シ
テ
門
ノ
外
二
出
テ
僑
曇
弥
二
二
シ
ム
、
コ
汝
・
今
世
歎
ゲ
キ
悲
シ
ム
事
元
詰
レ
。
佛
・
汝
が
出
家
ヲ
許
給
フ
ベ
シ
」
ト
。
レ僑
曇
弥
、
此
レ
ヲ
聞
テ
大
歓
喜
シ
テ
、
即
、
出
家
シ
テ
戒
ヲ
受
テ
比
丘
尼
ト
成
り
、
法
律
ヲ
受
ケ
羅
漢
果
ヲ
得
ツ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
人
ノ
出
家
ス
ル
事
、
此
レ
ニ
始
レ
リ
。
王
様
弥
、
又
ハ
大
弓
道
ト
モ
云
ヒ
、
又
波
闇
波
堤
ト
モ
云
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
1
9
・
一
9
1
ぺ
1
5
～
9
3
ぺ
9
）
巻
一
第
十
九
語
の
引
用
構
造
図
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
と
、
引
用
文
が
必
ず
し
も
活
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
二
つ
の
型
に
分
類
で
き
る
。
活
用
型
と
非
活
用
型
も
又
そ
れ
ぞ
れ
に
、
引
用
横
…
造
上
、
類
型
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。
類
型
の
把
え
方
や
呼
称
は
基
本
的
に
は
前
四
礎
稿
に
同
じ
い
が
、
本
稿
で
は
全
体
を
総
合
的
に
把
握
し
て
、
類
型
の
番
号
や
名
称
、
構
成
を
一
部
修
正
し
た
。
　
　
引
用
構
造
の
類
型
ユ
　
　
図
ヨ造
1
構
巻
開弓
号番嗣弓号番文
④｝①
②
③
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
｝
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
国
　
引
用
構
造
図
に
よ
り
文
番
号
1
～
x
の
全
体
の
流
れ
の
中
の
ど
の
位
置
に
　
引
用
番
号
①
～
⑧
の
引
用
文
が
ど
の
よ
う
な
形
で
表
わ
れ
る
か
、
視
覚
的
に
　
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
勿
論
、
一
つ
と
し
て
同
一
の
形
が
表
わ
れ
　
る
は
ず
は
な
い
が
、
類
型
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
　
類
型
に
つ
い
て
述
べ
る
。
㈲
引
用
文
活
用
三
⑬
引
用
文
非
活
用
型
全
体
型
l
I
　
｛
…
｛…
会
話
進
展
型
山
場
活
写
粗
末
一
一
一
型
体
験
談
話
型
随
所
散
在
型
和
歌
提
示
型
事
実
説
明
型
　
引
用
構
造
－
型
か
ら
田
型
へ
進
む
に
つ
れ
て
、
説
話
の
語
り
に
お
け
る
引
用
文
へ
の
依
存
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
応
、
引
用
文
の
数
や
言
語
量
の
多
寡
と
対
応
し
て
い
る
が
、
一
律
に
比
例
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
説
話
を
語
り
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
、
引
用
文
活
用
の
度
合
い
で
あ
る
。
以
下
、
各
類
型
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明
す
る
。
三
、
1
、
会
話
進
展
型
　
前
記
四
礎
稿
に
よ
っ
て
、
各
部
毎
に
引
用
構
造
図
を
作
成
し
、
帰
納
的
に
類
型
を
見
出
す
作
業
を
重
ね
て
来
た
結
果
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
は
、
大
む
ね
七
種
の
類
型
に
大
別
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
　
引
用
構
造
は
ま
ず
大
き
く
、
引
用
文
を
活
用
し
て
説
話
を
語
り
進
め
る
も
の
　
前
掲
巻
一
第
十
九
話
の
よ
う
な
引
用
構
造
を
持
つ
説
話
を
「
会
話
進
展
型
」
と
称
す
る
。
全
一
九
文
か
ら
成
る
こ
の
説
話
に
お
い
て
は
、
計
一
二
文
が
引
用
文
を
持
ち
、
い
ず
れ
も
④
直
接
話
法
会
話
文
で
あ
る
。
話
の
筋
立
て
は
、
会
話
一
す
な
わ
ち
問
い
と
答
え
一
に
よ
っ
て
展
開
し
、
あ
た
か
も
戯
曲
を
読
む
よ
う
に
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
五
山
　
口
　
康
　
子
六
三
人
の
登
場
人
物
の
問
答
が
記
さ
れ
る
。
A
僑
曇
弥
（
佛
の
信
徳
）
、
B
佛
、
C
阿
難
と
話
者
を
記
号
化
し
て
、
文
章
の
展
開
を
示
せ
ば
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
文
番
号
1234
F
O
678910111213141516171819
会
話
の
主
体
、
引
用
番
号
、
ト
書
キ
相
当
地
の
文
主
人
公
紹
介
A
「
①
1
④
」
ト
。
B
「
②
」
ト
。
（
ト
書
キ
ー
去
る
）
A
「
③
」
ト
申
ス
ニ
佛
又
、
不
許
給
ズ
。
（
ト
書
キ
ー
B
去
る
、
A
追
う
、
B
留
る
）
A
「
④
」
ト
申
ス
ニ
（
B
許
さ
ず
A
泣
く
）
C
「
⑤
」
ト
。
A
「
⑥
」
ト
。
C
「
⑦
」
ト
云
テ
入
ヌ
。
C
「
⑧
1
④
」
ト
。
B
「
⑨
」
ト
。
C
「
⑩
」
。
B
「
⑪
」
ト
。
C
「
（
ト
書
き
C
出
て
B
に
伝
え
る
）
⑫
」
ト
。
（
ト
書
キ
i
B
出
家
す
る
）
解
説
教
訓
の
進
展
や
結
着
は
す
べ
て
会
話
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
話
展
開
の
方
式
を
と
る
引
用
構
造
を
「
会
話
進
展
型
」
と
名
付
け
る
。
　
釈
迦
佛
の
夷
母
・
春
曇
弥
が
出
家
を
発
意
す
る
が
女
性
の
出
家
は
認
め
ら
れ
ず
嘆
き
悲
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
阿
難
の
口
添
え
に
よ
っ
て
本
懐
を
遂
げ
、
女
人
の
出
家
の
噛
矢
と
な
る
と
い
う
こ
の
説
話
は
、
ト
書
き
程
度
の
地
の
文
し
か
持
た
ず
、
圧
倒
的
に
大
量
の
問
答
が
直
接
話
法
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
事
件
　
こ
の
よ
う
な
説
H
、
山
場
活
写
型
　
巻
四
の
「
優
婆
堀
多
、
降
天
魔
語
第
八
」
は
、
次
の
よ
う
な
梗
概
を
持
つ
。
優
婆
堀
多
の
説
法
の
場
に
天
魔
が
美
女
に
変
化
し
て
現
わ
れ
、
人
々
に
愛
欲
の
心
を
起
こ
さ
せ
る
。
優
三
三
多
だ
け
が
本
性
を
見
破
り
、
生
花
の
首
飾
り
と
謀
っ
て
生
臭
い
不
浄
の
骨
を
貫
ね
て
首
に
掛
け
さ
せ
る
。
そ
れ
を
は
ず
せ
ず
に
天
魔
は
慌
て
、
悔
い
改
め
た
の
で
許
し
た
と
こ
ろ
、
天
魔
が
礼
と
し
て
「
長
ハ
丈
六
、
頂
ハ
紺
青
ノ
色
也
。
身
ノ
色
ハ
金
ノ
色
也
、
光
ハ
日
ノ
一
二
テ
出
が
如
」
き
佛
の
有
様
を
真
似
て
見
せ
た
と
こ
ろ
、
優
婆
下
多
は
、
天
魔
の
化
身
し
た
も
の
と
分
っ
て
い
な
が
ら
思
わ
ず
礼
拝
し
て
し
ま
う
。
こ
の
説
話
で
、
優
婆
堀
多
が
天
魔
を
降
伏
し
衆
生
を
利
益
し
た
と
い
う
事
件
の
展
開
そ
の
も
の
は
主
に
地
の
文
で
説
明
さ
れ
る
。
説
話
本
文
の
提
示
は
省
略
す
る
が
、
文
数
二
三
、
引
用
文
数
一
五
（
④
会
話
文
一
二
、
⑤
心
中
言
三
、
右
図
の
引
用
番
号
①
②
⑭
が
⑤
）
。
引
用
文
の
大
半
が
文
番
号
1
2
か
ら
1
8
の
計
七
文
に
集
中
し
て
現
わ
れ
る
。
引
用
構
造
図
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
2
勘
違
　
一造
4
構
両
開弓
号番開弓号番文
①
②
　
⑥
　
⑤
　
④
　
一
⑧
　
　
　
　
⑬
③
④
⑦
⑨
⑩
⑪
⑫
⑭
⑮
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
　
引
用
文
が
集
中
的
に
現
わ
れ
る
文
1
2
か
ら
文
1
8
ま
で
の
計
七
文
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
場
面
は
、
ま
さ
に
天
魔
降
伏
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
ど
う
し
て
も
は
ず
す
こ
と
が
で
き
ず
、
天
魔
の
首
領
大
自
在
天
の
力
で
も
取
れ
な
い
不
浄
の
首
飾
り
に
恐
れ
お
の
の
い
た
天
魔
が
、
優
婆
堀
多
に
懇
願
し
許
し
て
も
ら
う
條
で
あ
る
。
文
番
号
7
、
8
に
引
用
さ
れ
る
引
用
文
①
②
は
心
中
言
で
、
地
の
文
で
説
明
さ
れ
て
い
る
優
婆
堀
多
と
天
魔
の
行
動
の
心
理
的
説
明
で
あ
る
。
又
、
文
番
号
2
1
の
⑭
は
、
天
魔
の
化
身
と
分
っ
て
い
て
「
兼
テ
ハ
⑭
不
礼
ジ
ト
思
ヒ
ツ
レ
ド
モ
」
実
際
に
佛
の
姿
と
し
て
眼
前
す
る
と
「
不
覚
二
涙
落
テ
臥
シ
テ
音
ヲ
挙
テ
突
」
い
て
し
ま
う
場
面
で
の
「
ヲ
ガ
マ
ジ
」
と
い
う
優
婆
堀
多
の
決
意
の
表
明
で
あ
る
が
、
地
の
文
へ
の
埋
没
度
が
極
め
て
高
く
、
テ
キ
ス
ト
で
は
引
用
文
と
は
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
。
　
事
件
の
背
景
や
あ
ら
す
じ
は
地
の
文
で
説
明
し
、
事
の
成
否
の
か
か
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
場
面
を
、
会
話
文
を
用
い
て
活
写
し
よ
う
と
す
る
表
現
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
、
こ
の
引
用
構
造
の
型
を
「
山
場
活
写
型
」
と
名
付
け
る
。
説
話
の
山
場
を
会
話
文
多
用
と
い
う
表
現
方
法
で
迫
真
的
に
語
り
、
臨
場
感
を
強
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
型
に
お
い
て
は
、
一
文
中
に
多
く
の
引
用
文
を
重
ね
、
接
続
助
詞
な
ど
で
連
接
し
た
長
文
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
引
用
構
造
図
2
の
文
番
号
1
3
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
大
自
在
天
の
力
で
も
取
れ
な
か
っ
た
首
輪
が
優
婆
堀
多
の
許
し
で
は
ず
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
大
自
在
天
、
此
ヲ
見
テ
云
ク
「
④
一
④
」
ト
云
ヘ
バ
、
云
フ
ニ
随
テ
、
　
　
　
亦
優
婆
堀
多
ノ
集
電
来
リ
下
テ
手
ヲ
摺
テ
云
ク
「
⑤
」
ト
云
ヘ
バ
、
優
　
　
　
意
趣
多
、
「
⑥
」
ト
宣
テ
取
去
ケ
ツ
。
　
右
往
左
往
す
る
天
魔
を
降
伏
す
る
場
面
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
優
婆
堀
多
の
偉
力
は
具
体
的
に
示
さ
れ
、
天
魔
の
申
し
出
と
、
そ
れ
に
動
か
さ
れ
佛
の
姿
を
目
前
し
た
い
と
い
う
気
持
が
押
え
き
れ
な
く
な
る
優
婆
堀
多
の
姿
が
、
会
話
の
引
用
に
よ
っ
て
活
き
活
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
型
に
お
い
て
は
、
引
用
文
多
用
に
よ
っ
て
迫
真
的
か
つ
詳
細
に
語
る
の
は
中
心
と
な
る
限
ら
れ
た
場
面
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
の
部
分
は
地
の
文
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
局
部
的
な
引
用
文
の
使
用
に
よ
っ
て
、
引
用
効
果
が
よ
り
高
め
ら
れ
、
山
場
が
説
話
全
体
の
中
で
浮
き
上
る
よ
う
に
語
ら
れ
る
、
と
呼
ぶ
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
皿
、
末
尾
啓
蒙
型
こ
の
よ
う
な
引
用
構
造
を
「
山
場
活
写
型
」
　
引
用
文
が
一
所
に
集
中
し
て
い
る
も
の
の
、
山
場
を
活
写
し
て
い
る
n
型
と
は
異
な
る
引
用
構
造
を
持
つ
一
群
の
説
話
が
あ
る
。
引
用
が
説
話
の
末
尾
に
集
中
し
て
、
不
可
思
議
な
事
柄
の
拠
っ
て
来
る
所
以
を
、
わ
け
知
り
の
知
恵
者
が
一
挙
に
説
き
明
か
す
形
式
の
引
用
構
造
を
「
末
尾
啓
蒙
型
」
と
名
付
け
る
。
　
巻
二
「
舎
提
督
金
網
比
丘
語
第
八
」
の
引
用
構
造
図
を
示
す
。
　
8
3
　
　
［造
2
一
巻
開二
号番開弓号番文
①
②
③
　
⑩
　
⑬
　
⑯
④
⑤
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
　
舎
衛
国
の
長
者
の
家
に
全
身
金
色
の
男
子
が
生
ま
れ
、
金
天
と
名
付
け
ら
れ
る
。
誕
生
時
に
自
然
に
不
思
議
な
井
が
出
現
し
、
そ
こ
か
ら
「
飲
食
・
衣
服
・
金
銀
・
弥
宝
出
来
テ
、
願
二
随
テ
此
ヲ
取
り
用
ス
。
」
（
一
燭
ぺ
6
）
一
方
、
宿
城
国
の
長
者
の
と
こ
ろ
で
も
金
色
の
女
子
が
生
ま
れ
金
光
明
と
名
付
け
ら
れ
、
同
様
の
奇
跡
が
起
る
。
長
じ
て
後
二
人
は
夫
婦
に
な
り
、
と
も
ど
も
出
家
し
て
羅
漢
果
を
得
る
。
こ
の
不
思
議
を
、
阿
難
の
問
い
に
応
じ
て
佛
が
説
き
明
か
す
こ
と
で
事
は
す
べ
て
明
白
に
な
り
、
説
話
は
終
了
す
る
。
　
右
の
引
用
構
造
図
に
よ
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
金
天
夫
妻
の
奇
瑞
は
、
文
番
号
1
～
2
1
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
、
文
番
号
2
2
の
引
用
文
④
が
阿
難
の
質
問
、
文
番
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
七
山
　
口
　
康
　
子
八
号
2
3
の
引
用
文
⑤
が
佛
の
答
で
あ
る
。
引
用
文
⑤
は
、
長
大
な
も
の
で
、
ニ
ー
8
の
説
話
の
言
語
量
の
ほ
ぼ
半
ば
を
占
め
る
。
ニ
ー
8
は
大
系
本
の
行
数
で
全
二
九
行
あ
る
が
、
文
番
号
1
～
2
1
が
＝
二
行
、
文
番
号
2
2
が
二
行
、
問
題
の
引
用
文
⑤
を
含
む
文
番
号
2
3
は
一
四
行
を
占
め
て
い
る
。
「
昔
、
乃
往
過
去
九
十
一
却
の
時
、
極
貧
の
中
か
ら
持
物
の
す
べ
て
を
遊
行
比
丘
に
供
養
し
た
夫
婦
が
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
天
上
、
人
中
に
生
ま
れ
夫
婦
と
な
り
福
楽
を
受
け
た
」
と
説
き
明
か
す
佛
の
こ
と
ば
は
、
乃
往
過
去
九
十
一
却
の
昔
に
語
ら
れ
た
貧
人
夫
妻
の
会
話
④
）
⑧
◎
も
と
り
こ
ん
で
複
雑
な
酒
造
を
持
ち
、
圧
倒
的
に
長
い
。
　
文
番
号
9
の
引
用
文
①
と
文
番
号
1
4
の
引
用
文
②
は
、
虚
像
お
よ
び
金
光
明
の
父
母
が
そ
れ
ぞ
れ
、
子
ど
も
の
配
偶
者
に
つ
い
て
思
案
す
る
心
中
言
で
あ
り
、
文
番
号
1
9
の
引
用
文
③
は
、
金
天
夫
妻
が
両
親
に
出
家
の
許
し
を
乞
う
「
父
母
此
レ
ヲ
許
セ
」
と
い
う
簡
単
な
こ
と
ば
で
、
両
親
の
答
え
は
地
の
文
で
「
父
母
即
チ
許
シ
ツ
」
と
記
さ
れ
る
。
実
質
的
な
会
話
は
末
尾
の
阿
難
と
佛
の
問
答
だ
け
で
あ
る
が
、
阿
智
の
問
い
は
単
に
佛
の
答
え
を
引
き
出
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
な
内
容
を
持
つ
引
用
文
は
、
⑤
の
佛
の
こ
と
ば
だ
け
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
中
に
二
重
に
引
用
さ
れ
る
食
人
夫
妻
の
会
話
が
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
。
　
不
思
議
な
事
件
が
語
ら
れ
、
末
尾
に
お
い
て
佛
が
す
べ
て
の
謎
を
解
明
し
て
一
件
落
着
す
る
。
佛
の
説
明
の
後
で
は
何
人
も
何
事
も
語
り
得
な
い
。
言
表
は
終
わ
り
、
ニ
ー
8
は
「
今
我
二
値
テ
出
家
シ
テ
道
ヲ
得
ル
也
ト
説
給
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
結
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
説
話
末
尾
で
誰
か
一
人
（
お
お
む
ね
佛
で
あ
る
が
）
が
一
切
を
説
き
明
か
し
衆
愚
の
蒙
を
牽
く
形
の
引
用
構
造
を
「
末
尾
啓
蒙
型
」
と
呼
ぶ
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
型
の
引
用
構
造
に
お
い
て
は
、
会
話
文
（
引
用
文
）
の
占
め
る
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
説
話
の
す
べ
て
が
こ
の
末
尾
の
啓
蒙
的
長
広
舌
に
墨
壷
す
る
。
会
話
文
の
活
用
の
一
つ
の
類
型
で
あ
る
。
W
、
体
験
談
話
型
　
直
接
話
法
会
話
文
な
ど
の
引
用
文
を
一
部
分
に
集
中
的
に
引
用
し
て
、
語
り
ロ
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
も
の
の
、
前
掲
H
山
場
活
写
型
と
も
皿
末
尾
啓
蒙
型
と
も
い
え
な
い
引
用
横
軸
を
持
つ
説
話
群
が
見
出
さ
れ
る
。
あ
る
個
人
の
特
異
な
体
験
が
長
々
と
語
ら
れ
る
引
用
構
造
で
あ
る
が
、
説
話
末
尾
で
人
々
を
啓
蒙
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
説
話
内
部
で
の
引
用
集
中
の
位
置
も
必
ず
し
も
一
定
し
な
い
。
夢
か
ら
悟
め
た
人
や
蘇
生
し
た
人
が
、
夢
の
内
容
や
冥
府
の
様
子
を
語
る
場
合
が
多
く
、
引
用
文
は
大
む
ね
長
大
で
二
重
引
用
・
三
重
引
用
を
取
り
こ
ん
で
い
る
事
例
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
個
人
の
体
験
の
絶
対
性
は
極
め
て
強
力
で
、
他
者
が
ロ
を
挿
む
余
地
の
な
い
経
験
と
し
て
語
ら
れ
る
が
、
語
る
人
そ
の
も
の
に
は
何
ら
絶
対
性
は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
語
り
は
説
話
の
結
末
に
は
な
り
得
ず
、
改
め
て
結
末
が
解
説
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
引
用
構
造
を
「
体
験
談
話
型
」
と
名
付
け
る
が
、
1
山
場
活
写
型
、
皿
末
尾
啓
蒙
型
と
の
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
、
本
文
に
付
い
て
み
よ
う
。
　
（
例
文
）
　
　
　
巻
七
百
ノ
高
宗
ノ
代
、
書
生
書
写
大
般
若
語
語
第
二
　
今
昔
、
震
旦
ノ
唐
ノ
書
眉
ノ
代
二
、
乾
封
元
年
二
一
人
ノ
書
生
有
リ
、
身
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
病
ヲ
受
テ
忽
二
死
ヌ
。
一
日
二
二
ヲ
経
テ
活
テ
語
テ
云
ク
、
「
我
レ
死
シ
時
二
、
赤
キ
衣
ヲ
着
タ
ル
冥
官
来
テ
文
牒
ヲ
持
テ
我
レ
ヲ
召
ス
。
即
チ
、
此
ノ
冥
官
劇
評
テ
行
ク
ニ
、
大
ナ
ル
城
ノ
始
点
至
ヌ
。
使
者
ノ
云
ク
、
④
『
城
ノ
内
ノ
大
王
ノ
玉
ハ
、
此
レ
、
息
諄
ノ
玉
也
。
彼
ノ
文
牒
ヲ
持
テ
汝
ヲ
召
也
』
ト
。
我
レ
ヲ
聞
ク
ニ
、
驚
キ
怖
レ
テ
我
が
身
ヲ
見
レ
バ
、
右
ノ
手
二
大
光
明
ヲ
放
テ
リ
。
其
ノ
光
、
直
二
王
ノ
前
二
至
ル
。
此
ノ
光
、
日
月
ノ
光
二
過
タ
リ
。
王
、
此
レ
ヲ
見
テ
驚
キ
惟
ム
デ
、
座
ヨ
リ
起
テ
掌
ヲ
合
セ
テ
、
光
ヲ
尋
テ
、
此
レ
ヲ
推
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
門
ヲ
出
デ
～
、
我
レ
ヲ
見
給
テ
、
問
テ
宣
バ
ク
、
『
汝
ヂ
、
何
ナ
ル
功
徳
ヲ
修
シ
テ
・
右
ノ
手
ヨ
リ
光
ヲ
放
テ
ル
ゾ
』
ト
。
答
テ
云
ク
・
◎
『
我
レ
・
二
二
善
根
ヲ
翼
々
ズ
、
亦
、
光
ヲ
放
テ
ル
故
ヲ
不
悟
ズ
』
ト
。
王
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
城
ノ
内
二
還
リ
入
テ
、
一
巻
ノ
書
ヲ
検
ヘ
テ
亦
、
門
二
出
デ
㌧
、
歓
喜
シ
テ
我
レ
　
　
　
　
　
　
　
二
語
テ
宣
バ
ク
、
『
汝
ヂ
、
高
宗
ノ
勅
命
二
依
テ
大
般
若
経
十
巻
ヲ
書
写
セ
リ
。
右
ノ
手
ヲ
以
テ
写
シ
ニ
依
テ
其
ノ
手
二
光
明
有
ル
也
』
ト
。
我
レ
、
此
レ
ヲ
聞
ク
時
二
、
其
ノ
事
ヲ
思
ヒ
出
セ
リ
。
王
ノ
宣
バ
ク
、
⑭
『
我
レ
、
汝
ヲ
放
ツ
。
速
二
可
還
シ
』
ト
。
其
ノ
時
二
、
我
レ
、
王
二
本
サ
ク
、
⑱
『
忽
二
塁
ツ
ル
道
ヲ
忘
レ
タ
リ
』
ト
。
王
ノ
宣
バ
ク
・
⑥
『
汝
ヂ
光
ヲ
尋
テ
可
還
シ
』
ト
。
然
レ
バ
・
王
ノ
教
ヘ
ニ
随
テ
、
光
ヲ
尋
テ
還
ル
ニ
、
旧
宅
二
近
付
ク
。
其
ノ
時
二
、
光
失
セ
テ
、
我
レ
活
ル
事
ヲ
書
証
ル
也
」
ト
語
テ
、
涙
ヲ
流
シ
テ
泣
キ
悲
ム
。
其
ノ
後
、
所
有
ノ
財
宝
ヲ
奔
テ
～
、
大
般
若
経
百
巻
ヲ
書
写
シ
奉
レ
リ
。
　
此
レ
ヲ
以
テ
思
フ
ニ
、
国
王
の
仰
セ
思
量
テ
不
意
｝
二
秩
ヲ
書
ケ
ル
人
ノ
功
徳
、
猶
シ
如
此
シ
。
虚
像
ヤ
、
心
ヲ
蔽
シ
テ
一
部
ヲ
書
キ
タ
ラ
ム
人
ノ
功
徳
可
思
遣
シ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
の
説
話
内
容
は
、
書
生
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冥
途
語
り
に
尽
き
る
が
、
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
号
4
、
5
が
な
け
れ
ば
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
話
と
し
て
終
息
し
な
い
。
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ば
上
記
の
よ
う
な
二
重
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
縁
に
縁
取
ら
れ
て
説
話
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
型
の
引
用
構
造
に
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
は
、
皿
末
尾
啓
蒙
型
の
よ
う
に
、
末
尾
近
く
に
引
用
文
の
集
中
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
説
話
が
終
焉
す
る
こ
と
は
な
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
二
型
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
H
型
の
・
山
場
活
写
と
は
異
な
る
こ
と
は
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
1
～
W
の
四
類
型
は
、
引
用
文
が
比
較
的
多
用
さ
れ
、
説
話
の
語
り
口
に
何
ら
か
の
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
、
引
用
文
が
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
『
今
昔
物
語
集
』
の
一
千
余
話
の
説
話
の
す
べ
て
が
引
用
文
を
活
用
し
て
語
り
進
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
、
引
用
文
が
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
認
め
難
い
語
り
口
の
引
用
構
造
を
類
型
化
し
て
み
よ
う
。
今
昔
…
…
…
…
活
テ
語
テ
云
ク
説
話
本
体
睡
冥
途
語
り
④
～
◎
（
冥
府
で
交
わ
　
　
　
さ
れ
た
問
答
）
…
…
ト
語
テ
・
…
：
…
…
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
2
一
ア巻　図造構嗣信
号
番
用
引
早
番
文
－
　
　
∩
乙
　
　
り
0
　
　
」
Q
　
　
［
0
　
巻
七
第
二
語
の
引
用
構
造
図
を
次
に
示
す
。
見
て
の
と
お
り
、
き
わ
め
て
単
純
な
引
用
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
文
番
号
1
で
主
人
公
が
紹
介
さ
れ
る
や
、
直
ち
に
語
り
始
め
、
④
～
◎
の
計
七
例
の
二
重
引
用
文
を
連
続
的
に
提
示
し
な
が
ら
、
長
々
と
冥
途
の
体
験
を
語
り
続
け
る
。
語
り
終
え
る
と
後
日
の
行
動
が
記
さ
れ
、
教
訓
を
添
え
て
説
話
が
終
わ
る
。
巻
本
第
二
V
、
随
所
散
在
型
　
巻
三
「
践
提
長
者
妻
、
樫
貧
女
語
第
廿
三
」
を
引
用
構
造
図
で
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
こ
の
説
話
は
全
三
二
文
で
構
成
さ
れ
る
が
、
引
用
文
は
七
例
で
、
構
造
図
で
分
る
と
お
り
所
在
は
集
中
せ
ず
、
散
発
的
で
相
互
に
働
き
合
っ
て
い
な
い
。
引
用
文
②
④
は
樫
貧
女
の
行
動
の
理
由
を
示
す
心
中
言
で
あ
る
。
他
は
、
樫
貧
女
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
九
山
　
口
　
康
　
子
δ
鷺離
都
粥
一
号
引
番
①
　
　
　
　
　
②
号
番
文
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
1
0
　
1
1
　
1
2
　
1
3
　
1
4
　
1
5
　
1
6
用
号
早
番
③
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
⑥
　
　
　
⑦
号
三
文
・
17
@
1
8
　
1
9
　
2
0
　
2
1
　
2
2
　
2
3
　
2
4
　
2
5
　
2
6
　
2
7
　
2
8
　
2
9
　
3
0
　
3
1
　
3
2
と
佛
弟
子
・
賓
頭
盧
尊
者
と
の
間
に
と
り
か
わ
さ
れ
る
会
話
文
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
短
い
単
発
的
な
願
い
や
命
令
な
ど
で
、
筋
の
展
開
に
も
場
面
の
活
写
に
も
役
立
っ
て
い
な
い
。
　
こ
れ
は
、
践
提
長
者
の
妻
、
樫
貧
女
が
煎
餅
を
惜
し
ん
で
賓
頭
盧
尊
者
に
供
養
し
な
か
っ
た
た
め
に
苦
を
受
け
る
が
、
尊
者
の
取
次
で
佛
に
遇
い
教
化
を
受
け
て
樫
貧
の
心
を
捨
て
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
女
の
受
苦
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
ば
、
引
用
文
①
「
讐
ヒ
罫
描
給
ト
モ
我
更
二
不
供
養
ジ
。
」
（
一
蹴
ぺ
4
）
と
か
、
女
が
許
し
を
乞
う
こ
と
ば
、
引
用
文
⑤
「
此
ノ
苦
ヲ
免
シ
給
へ
。
」
（
一
蹴
ぺ
1
3
）
と
か
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
短
い
単
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
引
用
文
が
連
続
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
文
番
号
2
5
の
引
用
文
⑤
に
続
く
、
文
番
号
2
6
の
引
用
文
⑥
「
我
が
カ
ラ
更
二
不
及
ズ
。
汝
ヂ
速
二
我
が
大
師
、
佛
ノ
御
許
屋
造
デ
問
ヒ
奉
レ
。
然
う
バ
我
レ
、
汝
ヲ
具
シ
テ
佛
ノ
御
許
二
玄
翁
ル
ベ
シ
」
（
一
蹴
ぺ
1
3
）
だ
け
で
、
こ
の
説
話
の
引
用
文
で
問
答
を
形
成
し
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
賓
頭
盧
尊
者
自
ら
が
も
た
ら
し
た
現
報
奇
異
で
あ
る
が
解
決
の
力
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
だ
け
で
、
こ
の
対
話
に
よ
っ
て
女
の
受
苦
一
賓
頭
盧
尊
者
の
托
鉢
用
の
鉢
が
樫
貧
女
の
鼻
の
上
に
落
ち
て
取
り
付
き
離
れ
な
く
な
る
と
い
ケ
、
い
さ
さ
か
滑
稽
味
を
帯
び
た
事
態
で
あ
る
が
、
女
に
と
っ
て
は
冗
談
事
で
は
な
い
難
儀
で
あ
ろ
う
一
が
取
り
除
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
佛
の
教
化
も
単
に
「
為
二
法
ヲ
説
テ
教
化
シ
給
フ
。
」
（
一
躍
ぺ
一
）
と
記
す
だ
け
で
、
印
象
的
か
つ
決
定
的
に
佛
の
こ
と
ば
自
体
を
引
用
し
て
説
き
示
す
わ
け
で
は
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
、
引
用
文
が
ち
ら
ほ
ら
と
散
在
は
す
る
が
、
説
話
の
語
り
口
と
し
て
格
別
の
機
能
を
果
し
て
は
い
な
い
引
用
構
造
を
「
随
所
散
在
型
」
と
呼
ぶ
。
説
話
の
内
部
で
部
分
的
に
引
用
文
が
場
面
活
写
や
迫
真
性
の
強
化
に
役
立
っ
て
い
る
と
は
い
え
る
が
、
説
話
の
筋
立
て
や
内
容
全
体
に
及
ん
で
は
い
な
い
類
型
で
あ
る
。
概
し
て
引
用
文
自
体
も
短
小
な
場
合
が
多
い
。
W
、
詩
歌
提
示
型
　
経
文
・
偶
文
・
称
名
・
格
言
等
の
引
用
と
異
な
り
、
登
場
人
物
の
詠
じ
る
和
歌
や
漢
詩
文
の
引
用
に
お
い
て
は
、
口
頭
で
朗
詠
さ
れ
た
も
の
か
、
筆
録
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
心
中
想
起
で
あ
る
の
か
判
別
し
が
た
い
文
脈
の
中
で
示
さ
れ
る
事
例
も
多
い
。
例
文
に
つ
い
て
み
よ
う
。
　
（
例
文
）
　
　
巻
二
十
四
　
圓
融
院
御
葬
送
夜
、
朝
光
愛
読
和
歌
避
寒
四
十
　
今
昔
、
円
融
院
ノ
法
皇
失
セ
給
ヒ
テ
、
紫
野
二
士
葬
送
有
ケ
ル
ニ
、
一
ト
セ
、
言
外
御
子
日
二
出
サ
セ
給
ヘ
リ
シ
事
ナ
ド
思
ヒ
出
テ
、
人
々
哀
レ
脚
下
キ
悲
ケ
ル
ニ
、
閑
院
左
大
将
朝
光
大
納
言
、
此
ナ
ム
読
ケ
ル
。
　
　
　
　
ム
ラ
サ
キ
ノ
ク
モ
ノ
カ
ケ
テ
モ
思
キ
ヤ
ハ
ル
ノ
カ
ス
ミ
ニ
ナ
シ
テ
ミ
ム
ト
ハト
。
亦
行
成
大
納
言
、
此
ナ
ム
読
ケ
ル
。
　
る
　
　
ヲ
ク
レ
ジ
ト
ツ
ネ
ノ
ミ
ユ
キ
ニ
イ
ソ
ギ
シ
ニ
煙
ニ
ソ
バ
ヌ
タ
ビ
ノ
カ
ナ
シ
サ
ト
。
5
此
ナ
ム
読
ケ
ル
モ
哀
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
・
鵬
ぺ
5
～
1
0
）
邸
切
儲
翻
粥
号番開二号記文
①
　
②
1
　
9
自
　
0
0
　
4
　
ど
0
　
こ
の
説
話
の
引
用
構
造
図
は
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
全
五
文
の
中
に
二
首
の
和
歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
和
歌
の
提
示
の
方
法
は
全
く
同
一
で
「
此
ナ
ム
読
ケ
ル
。
（
和
歌
）
ト
。
」
と
い
う
形
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
文
番
号
1
・
3
は
、
係
助
詞
「
ナ
ム
」
に
呼
応
し
て
「
読
ケ
ル
」
と
文
が
結
ば
れ
て
い
る
。
和
歌
が
読
ま
れ
た
の
は
、
圓
融
異
朝
葬
送
の
夜
で
あ
り
、
人
々
が
参
集
し
て
い
る
場
で
の
こ
と
の
よ
う
に
読
み
と
れ
る
が
、
ロ
頭
か
筆
記
か
は
明
確
で
な
い
。
こ
の
場
合
「
読
」
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
漢
字
使
用
法
か
ら
考
え
て
、
何
の
判
断
基
準
に
も
な
ら
な
い
。
勿
論
、
そ
の
場
で
朗
諦
さ
れ
、
後
に
本
人
も
し
く
は
何
人
か
が
記
し
と
ど
め
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
歌
が
世
に
知
ら
れ
、
こ
の
説
話
に
採
ら
れ
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
説
話
の
文
章
表
現
上
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
和
歌
の
提
示
の
形
式
は
、
ロ
頭
と
も
心
内
味
と
も
判
定
で
き
ず
、
従
っ
て
③
会
話
文
、
⑤
心
中
言
の
い
ず
れ
に
も
繰
り
こ
む
こ
と
が
不
可
能
で
、
◎
詩
歌
と
し
て
別
枠
を
た
て
ざ
る
を
得
な
い
。
　
引
用
文
①
②
は
、
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
一
首
で
あ
り
、
文
番
号
2
、
4
の
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
一
首
を
引
用
助
詞
「
ト
」
で
受
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
地
の
文
の
中
に
和
歌
を
引
用
す
る
文
型
は
、
『
伊
勢
物
語
』
『
大
和
物
語
』
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
歌
物
語
を
は
じ
め
、
平
安
和
文
に
様
々
な
形
式
が
存
す
る
が
、
和
歌
に
面
接
す
る
引
用
動
詞
を
持
た
ず
、
引
用
助
詞
だ
け
で
、
い
わ
ば
地
の
文
の
中
に
和
歌
を
投
げ
出
す
よ
う
な
形
で
の
引
用
形
式
を
連
続
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
特
異
な
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
引
用
方
法
で
は
、
和
歌
は
単
に
羅
列
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
著
し
く
平
板
単
調
に
な
り
、
引
用
効
果
を
発
揮
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
は
、
極
め
て
独
立
性
の
高
い
形
で
説
話
本
文
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
　
紙
幅
の
都
合
上
、
和
歌
二
首
を
有
す
る
比
較
的
短
い
説
話
を
例
示
し
た
が
、
和
歌
を
番
数
首
か
ら
二
十
認
識
も
引
用
し
て
い
る
よ
う
な
長
大
な
説
話
に
お
い
て
も
同
様
の
極
め
て
類
型
的
な
引
用
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
又
、
漢
詩
文
や
、
数
は
多
く
は
な
い
が
消
息
文
、
あ
る
い
は
夢
の
引
用
の
一
部
に
お
い
て
も
、
同
様
の
単
調
、
平
板
な
投
げ
出
し
型
の
引
用
が
み
ら
れ
た
。
和
歌
や
漢
詩
文
な
ど
の
引
用
文
を
地
の
文
の
中
に
投
げ
出
す
よ
う
な
形
で
列
挙
し
、
同
一
類
型
に
よ
る
反
復
引
用
型
の
引
用
符
…
造
を
「
詩
歌
提
示
型
」
と
呼
ぶ
。
必
ず
し
も
詩
歌
だ
け
で
は
な
い
が
、
詩
歌
と
り
わ
け
て
和
歌
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
こ
の
名
称
が
実
態
に
応
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
孤
、
事
実
説
明
型
　
『
今
昔
物
語
集
』
の
中
に
は
、
数
は
多
く
は
な
い
が
、
引
用
文
の
全
く
な
い
、
あ
る
い
は
殆
ん
ど
な
い
説
話
も
存
在
す
る
。
語
り
口
の
型
と
し
て
一
つ
の
類
型
で
あ
っ
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
と
し
て
巻
四
第
十
語
を
み
よ
う
。
　
（
例
文
）
　
　
巻
四
　
天
竺
比
丘
冠
註
、
観
法
性
生
浄
土
語
第
十
　
今
昔
、
中
天
竺
一
二
人
ノ
比
丘
有
り
、
名
ヲ
バ
僧
澤
ト
云
フ
。
心
ノ
受
タ
ル
所
解
怠
シ
テ
本
ヨ
リ
愚
力
也
。
比
丘
ノ
形
ヲ
受
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
所
行
一
ト
シ
テ
持
ッ
事
元
シ
、
経
・
真
言
ヲ
受
ケ
習
フ
事
元
シ
テ
、
年
来
ノ
間
、
一
ノ
寺
肩
白
シ
テ
徒
ラ
偉
人
ノ
供
養
ヲ
受
テ
、
空
ク
毎
日
毎
夜
二
罪
ヲ
作
ク
ル
。
貸
元
シ
テ
、
後
世
ノ
事
ヲ
不
思
ズ
。
然
レ
バ
、
同
ジ
寺
二
住
ム
比
丘
共
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
＝
山
　
口
　
康
　
子
三
此
ノ
僧
上
ヲ
軽
メ
蔑
テ
同
座
ニ
モ
不
学
ズ
、
稻
モ
ス
レ
バ
寺
ヲ
追
ヒ
出
ス
。
　
而
ル
ニ
、
此
ノ
僧
澤
、
少
ノ
知
恵
有
テ
、
我
が
身
ノ
内
二
在
マ
ス
佛
ノ
三
身
ゾ
功
徳
ノ
相
ヲ
心
胆
懸
テ
、
忘
ル
＼
時
元
ク
昼
夜
二
常
二
思
フ
。
如
此
ク
観
ズ
ル
間
、
其
ノ
功
徳
自
然
ヲ
顕
ハ
レ
テ
心
ノ
内
二
常
二
法
性
ヲ
観
ジ
テ
、
更
二
他
ノ
事
ヲ
不
思
ズ
。
如
此
ク
シ
テ
漸
ク
年
月
積
ヌ
レ
バ
、
年
ノ
老
ヒ
傾
キ
テ
身
二
業
ヲ
受
テ
臥
シ
ヌ
。
寺
ノ
内
ノ
上
下
ノ
比
丘
、
弥
ヨ
此
ヲ
繊
ナ
ミ
諺
ル
事
元
限
シ
。
死
ル
剋
二
臨
テ
、
多
ク
ノ
佛
菩
薩
、
低
毒
が
所
二
等
リ
給
テ
、
法
ヲ
説
テ
、
僧
澤
ヲ
教
化
シ
給
ク
。
僧
澤
、
心
二
随
テ
形
ノ
色
鮮
ニ
シ
テ
起
居
テ
佛
ヲ
念
ジ
奉
ツ
リ
、
法
性
ヲ
観
ジ
テ
絶
入
ヌ
。
即
チ
観
点
天
ノ
内
院
二
生
レ
ヌ
。
其
ノ
間
ダ
、
光
ヲ
放
チ
香
シ
キ
香
、
寺
ラ
内
二
満
会
リ
。
寺
ノ
内
ノ
諸
ノ
比
丘
、
此
ヲ
見
テ
僧
澤
が
所
二
行
テ
見
ル
ニ
、
僧
澤
、
形
・
色
鮮
ニ
シ
テ
端
坐
合
掌
シ
テ
絶
入
タ
リ
。
室
ノ
内
二
香
シ
キ
香
満
テ
光
ヲ
放
ッ
。
　
比
丘
等
、
此
ヲ
見
テ
驚
キ
貴
ビ
テ
、
年
来
軽
メ
蔑
ツ
ル
事
ヲ
悔
イ
悲
シ
ム
事
元
限
シ
。
其
ノ
後
ハ
此
ノ
僧
澤
が
所
行
ヲ
尋
ネ
聞
テ
ゾ
行
ケ
ル
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
レ
バ
、
勤
メ
元
ク
元
仁
ナ
ラ
ム
比
丘
ヲ
モ
「
様
有
ラ
ム
」
ト
思
テ
、
不
可
河
馬
ズ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
・
鰯
ぺ
3
～
餅
ぺ
2
）
　
全
一
八
文
の
中
に
引
用
文
は
一
例
の
み
で
あ
る
。
引
用
動
詞
「
思
フ
」
を
持
つ
心
中
言
で
あ
る
が
、
「
様
有
ラ
ム
」
と
思
う
主
体
は
不
特
定
一
般
の
人
々
で
あ
り
、
心
中
言
の
性
格
の
弱
い
も
の
で
あ
る
。
場
面
と
し
て
は
、
一
読
、
明
ら
か
な
と
お
り
、
「
同
ジ
寺
二
住
ム
比
丘
共
」
が
「
濫
掘
蔑
テ
同
座
ニ
モ
不
居
ズ
、
稻
モ
ス
レ
バ
寺
ヲ
追
ヒ
出
ス
。
」
と
か
、
「
寺
ノ
内
ノ
上
下
ノ
比
丘
」
が
「
弥
ヨ
此
ヲ
繊
ナ
ミ
諺
ル
事
元
限
シ
。
」
と
か
、
僧
盗
め
臨
終
の
際
「
多
ク
ノ
佛
菩
薩
」
が
「
法
ヲ
説
テ
僧
澤
ヲ
教
化
シ
給
フ
。
」
な
ど
、
様
々
な
会
話
場
面
が
存
在
す
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
直
接
話
法
の
形
で
会
話
文
そ
の
も
の
を
引
用
す
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
勿
論
、
地
の
文
で
事
柄
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
筋
書
き
は
分
か
る
。
し
か
し
、
僧
澤
が
「
法
性
ヲ
観
ジ
テ
絶
入
」
り
、
浄
土
に
生
ま
れ
た
と
い
う
肝
心
な
点
に
つ
い
て
は
、
没
後
、
衆
僧
が
己
れ
の
行
動
を
悔
い
「
藁
薦
が
所
行
ヲ
尋
ネ
聞
テ
ゾ
行
ケ
ル
。
」
と
い
う
程
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
事
実
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
も
迫
真
力
に
欠
け
る
。
義
甲
の
臨
終
に
際
し
て
は
、
光
が
放
た
れ
、
芳
香
が
た
だ
よ
う
と
い
う
奇
跡
が
起
こ
っ
た
事
を
二
回
も
ほ
ぼ
同
文
を
繰
り
返
し
て
力
説
す
る
が
、
眼
前
に
そ
の
光
景
を
浮
か
ば
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
決
ま
り
文
句
の
羅
列
に
終
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
事
実
を
説
明
的
に
述
べ
、
筋
書
き
を
語
る
に
と
ど
ま
り
、
説
話
と
し
て
の
語
り
ロ
に
格
別
の
工
夫
や
興
趣
の
施
さ
れ
て
い
な
い
引
用
構
造
を
「
事
実
説
明
型
」
と
名
付
け
る
。
引
用
構
造
図
を
作
る
ま
で
も
な
い
単
純
な
型
で
あ
る
が
、
比
較
の
た
め
次
の
表
に
示
す
。
隙
一
⑳
髄
創
粥
二番弾弓号番文
①
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
　
以
上
、
V
～
W
の
三
類
型
は
、
説
話
を
語
り
進
め
る
上
で
、
引
用
文
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
引
用
構
造
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
類
型
に
属
す
る
説
話
に
お
い
て
は
、
引
用
文
は
活
用
さ
れ
ず
、
説
話
内
部
に
散
在
し
て
部
分
的
な
描
写
に
活
気
や
臨
場
感
を
添
え
ば
す
る
も
の
の
、
全
体
的
な
影
響
力
は
持
た
な
い
か
、
引
用
文
そ
の
も
の
が
僅
少
で
あ
る
か
、
詩
歌
な
ど
の
特
殊
な
引
用
文
を
た
だ
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
、
と
に
か
く
、
説
話
を
語
り
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
引
用
文
に
依
存
し
て
い
な
い
。
四
、
　
一
つ
の
説
話
内
部
で
、
登
場
人
物
の
会
話
や
心
中
言
を
直
接
話
法
で
引
用
す
る
表
現
形
式
を
用
い
る
語
り
の
類
型
を
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
一
千
余
話
を
帰
納
す
る
方
法
で
七
種
類
見
出
し
、
各
類
型
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
一
貫
し
た
編
集
方
針
の
も
と
、
整
然
と
類
纂
さ
れ
て
い
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
各
巻
・
各
部
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
七
類
型
は
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
検
討
す
る
。
引
用
構
造
の
巻
毎
の
分
布
を
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
一
覧
し
、
各
巻
お
よ
び
天
竺
・
震
旦
・
本
朝
仏
法
・
本
朝
世
俗
各
部
を
比
較
検
討
し
よ
う
。
ω
　
引
用
文
の
内
訳
　
直
接
話
法
引
用
文
は
、
④
会
話
文
、
⑤
心
中
言
、
◎
詩
歌
（
消
息
文
等
も
含
む
）
に
三
大
別
さ
れ
る
こ
と
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
中
で
も
④
が
圧
倒
的
に
多
く
、
説
話
の
語
り
ロ
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
⑤
心
中
言
が
記
述
さ
れ
る
と
い
う
事
は
、
説
話
の
語
り
ロ
と
し
て
、
ど
う
い
う
事
な
の
か
、
日
記
や
作
り
物
語
と
は
性
格
を
異
に
す
る
説
話
に
お
け
る
心
中
言
の
問
題
は
別
途
考
察
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
今
は
④
会
話
文
に
比
し
て
少
な
く
は
あ
る
が
存
在
す
る
⑤
心
中
言
が
、
各
巻
に
お
い
て
ど
の
程
度
み
ら
れ
る
の
か
、
巻
に
よ
る
多
少
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
「
引
用
文
数
全
体
に
対
す
る
心
中
言
の
比
率
」
で
と
ら
え
て
み
よ
う
。
各
部
の
小
計
を
提
示
し
て
比
較
の
便
を
は
か
る
。
②
　
引
用
構
造
の
分
布
　
前
述
1
～
冊
の
引
用
構
造
の
型
が
各
巻
に
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
、
検
討
す
る
。
前
四
礎
稿
で
分
析
結
果
を
示
し
た
と
お
り
、
各
類
型
と
も
例
示
し
た
よ
う
な
明
確
な
形
式
で
常
に
あ
ら
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
つ
の
型
の
中
間
的
な
性
格
を
示
す
説
話
も
あ
れ
ば
、
二
つ
も
し
く
は
三
つ
の
型
の
特
徴
を
合
わ
せ
持
つ
説
話
も
あ
る
。
し
か
し
大
勢
を
み
れ
ば
、
各
説
話
の
引
用
構
造
は
一
つ
の
型
で
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
は
概
し
て
い
え
ば
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
複
雑
な
性
格
の
引
用
構
造
を
持
つ
説
話
に
つ
い
て
は
、
各
引
用
文
が
説
話
の
語
り
口
に
お
い
て
果
し
て
い
る
役
割
を
検
討
し
て
中
心
と
な
っ
て
い
る
型
を
定
あ
、
そ
れ
に
加
わ
る
付
随
的
な
要
素
を
持
つ
変
型
と
し
て
処
理
し
た
。
こ
の
、
い
わ
ば
組
み
合
わ
せ
型
は
、
実
際
上
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
　
各
説
話
の
型
に
つ
い
て
は
前
四
礎
稿
に
示
し
た
の
で
本
稿
で
は
繰
り
返
さ
ず
、
各
巻
に
お
い
て
一
～
孤
の
類
型
の
分
布
状
況
を
巻
毎
の
百
分
比
で
示
す
。
個
々
の
説
話
の
所
属
に
つ
い
て
検
討
の
上
修
正
を
加
え
た
部
分
も
あ
る
が
、
百
分
比
の
数
値
に
変
動
が
み
ら
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
修
正
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
特
記
し
な
い
。
　
ω
②
の
二
項
目
に
つ
い
て
作
成
し
た
「
引
用
構
造
巻
別
分
布
表
」
に
つ
い
て
二
、
三
注
記
す
る
。
　
。
天
竺
・
震
旦
・
本
朝
仏
法
・
本
朝
世
俗
の
各
部
に
つ
い
て
小
計
の
欄
を
設
　
　
け
、
各
部
の
比
較
検
討
の
便
を
は
か
っ
た
。
　
。
説
話
数
の
欄
の
数
字
は
、
各
巻
と
も
、
本
稿
に
お
い
て
直
接
対
象
と
し
た
、
　
　
語
り
ロ
の
内
部
構
造
の
検
討
に
耐
え
る
、
首
尾
完
備
し
て
い
る
説
話
の
話
　
　
数
で
あ
る
。
　
。
用
例
の
見
出
さ
れ
な
い
項
に
つ
い
て
は
空
欄
に
よ
っ
て
示
し
、
0
の
数
字
　
　
を
入
れ
な
か
っ
た
。
空
欄
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
考
察
の
対
象
と
す
る
。
　
。
比
率
は
小
数
点
三
位
で
四
捨
五
入
し
た
。
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
三
山
口
康
子
茜
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2
5
2
9
7
1
1
4
3
0
9
6
0
4
4
3
一
b
6
0
1
十
酔
三
口
3
3
0
1
5
0
0
9
噂
9
6
6
6
8
1
2
2
7
1
1
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O
り
1
　
　
　
　
　
0
F
D
　
　
　
　
　
O
6
β
0
6
9
1
1
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
五
山
　
口
　
康
　
子
エハ
五
、
　
『
今
昔
物
語
集
』
の
各
説
話
に
お
い
て
、
ω
引
用
文
（
会
話
文
や
心
中
言
）
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
②
引
用
方
式
に
は
何
が
し
か
の
類
型
f
引
用
パ
タ
ー
ン
ー
が
見
出
さ
れ
る
の
か
、
㈲
各
巻
に
そ
の
類
型
が
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
当
面
の
問
題
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、
ω
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
、
各
説
話
に
よ
っ
て
か
な
り
の
偏
り
は
あ
る
　
が
、
＠
直
接
話
法
会
話
文
、
⑤
直
接
話
法
心
中
言
、
◎
詩
歌
な
ど
の
引
用
文
　
を
活
用
し
て
語
り
進
め
る
表
現
方
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
②
引
用
方
法
を
説
話
の
語
り
ロ
の
内
部
構
造
と
し
て
検
討
す
る
と
、
引
用
文
を
　
大
い
に
活
用
す
る
引
用
構
造
と
し
て
計
四
類
型
、
必
ず
し
も
引
用
文
を
活
用
　
し
て
描
写
を
進
あ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
引
用
構
造
と
し
て
計
三
類
型
、
合
　
計
七
類
型
の
パ
タ
1
ン
を
発
見
し
た
。
1
会
話
進
展
型
、
H
山
場
活
写
型
、
　
皿
末
尾
啓
蒙
型
、
W
体
験
談
話
型
の
計
四
類
型
が
引
用
文
を
そ
れ
ぞ
れ
の
方
　
法
で
活
用
す
る
型
で
あ
り
、
V
随
所
散
在
型
、
町
詩
歌
提
示
型
、
孤
事
実
説
　
明
型
の
計
三
類
型
に
お
い
て
は
、
引
用
文
は
説
話
の
語
り
口
に
お
い
て
そ
れ
　
ほ
ど
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
な
い
。
『
今
昔
物
語
集
』
一
千
余
話
の
う
ち
、
　
語
り
の
型
を
分
析
し
、
内
部
の
引
用
構
造
の
検
討
に
耐
え
る
だ
け
に
首
尾
完
　
備
し
て
い
る
説
話
全
一
〇
三
三
話
、
す
べ
て
を
分
析
し
、
こ
の
七
種
の
引
用
　
構
造
の
い
ず
れ
か
に
分
類
し
た
。
㈲
各
巻
の
類
型
の
分
布
に
は
、
大
き
く
偏
り
が
み
ら
れ
、
そ
れ
が
各
巻
の
表
現
　
形
式
の
一
つ
の
特
色
を
形
成
す
る
。
そ
れ
は
類
纂
の
結
果
と
も
考
え
ら
れ
、
　
総
括
的
に
見
れ
ば
各
部
の
特
色
と
も
な
っ
て
い
る
。
七
類
型
の
す
べ
て
を
見
　
出
す
巻
の
存
し
な
い
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
、
書
斎
に
特
有
の
引
用
構
造
の
　
偏
り
を
有
す
る
事
の
現
わ
れ
で
も
あ
る
。
　
本
稿
に
お
い
て
は
、
引
用
構
造
の
類
型
の
発
見
・
提
示
と
、
巻
毎
の
分
布
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
紙
幅
が
尽
き
た
。
各
巻
・
各
部
の
引
用
構
造
の
特
色
を
分
析
し
比
較
検
討
す
る
た
め
に
は
続
稿
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
竺
部
に
お
け
る
皿
末
尾
啓
蒙
型
、
震
旦
、
本
朝
仏
法
部
に
お
け
る
W
体
験
談
話
型
と
V
随
所
散
在
型
、
本
朝
世
俗
部
に
お
け
る
皿
詩
歌
提
示
型
な
ど
、
各
部
の
特
色
の
淵
源
や
表
現
効
果
に
言
及
す
る
こ
と
に
こ
そ
、
本
稿
本
来
の
目
的
が
あ
る
が
、
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
引
用
類
型
を
こ
こ
に
提
示
す
る
。
　
引
用
構
造
の
類
型
化
を
目
指
し
て
、
前
記
四
礎
稿
の
一
番
目
、
天
竺
部
に
手
を
染
め
た
の
は
、
一
九
△
ご
年
の
こ
と
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
全
巻
の
説
話
を
検
討
し
、
全
体
的
な
見
地
で
引
用
類
型
を
提
示
す
る
ま
で
に
、
十
年
の
歳
月
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。
牛
の
歩
み
を
恥
じ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
間
に
考
え
の
変
わ
っ
た
点
を
改
め
、
個
々
の
説
話
の
語
り
ロ
に
つ
い
て
の
判
断
を
修
正
す
べ
き
は
修
正
し
、
引
用
構
造
の
類
型
を
体
系
的
に
把
握
す
る
よ
う
努
め
た
。
本
稿
に
お
い
て
提
示
し
た
引
用
類
型
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
各
説
話
か
ら
帰
納
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
説
話
の
語
り
口
に
お
け
る
引
用
文
の
位
置
づ
け
の
体
系
化
と
し
て
、
他
の
説
話
集
に
も
適
用
し
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
も
又
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
春
日
和
男
『
説
話
の
語
文
一
古
代
説
話
文
の
研
究
1
』
（
5
0
・
1
1
）
桜
楓
社
　
そ
の
他
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、
幾
多
の
先
学
の
論
考
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
　
い
が
、
引
用
文
に
つ
い
て
説
話
内
部
に
お
け
る
位
置
づ
け
方
を
類
型
化
す
る
と
い
う
、
本
稿
の
目
的
に
、
直
接
か
か
わ
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
、
見
出
せ
な
か
っ
た
の
で
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
具
体
的
に
論
文
名
、
著
者
名
を
あ
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
記
し
て
、
大
系
本
の
校
訂
以
下
、
先
学
の
学
恩
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
四
、
一
〇
、
二
二
）
